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平成19年度(平成18年12月～平成19年11月)中間業績予想との差異に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成19年4月16日に公表した業績予想を下記の通り修正いたし

ます。 

                                      記 

                                                                                   

１．【連結】平成19年11月期連結業績予想数値の修正 

連結中間期（平成18年12月1日～平成19年5月31日） 

 売上高 経常利益 当中間純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 11,100 △ 40 △ 220 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 10,288 △ 320 △ 1,080 

増   減   額 （Ｂ－Ａ） △ 812 △ 280 △ 860 

増    減    率 （％） △ 7.3 － － 

（御参考） 
前中間期実績 
（平成18年11月中間期） 

11,112 △ 398 △ 1,036 

（金額の単位：百万円） 

２．【個別】平成19年11月期業績予想数値の修正 

中間期（平成18年12月1日～平成19年5月31日） 
 売上高 経常利益 当中間純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 10,500 10 △ 170 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 9,620 △ 290 △ 1,260 

増   減   額 （Ｂ－Ａ） △ 880 △ 300 △ 1,090 

増    減    率 （％） △ 8.4 － － 

（御参考） 
前中間期実績 
（平成18年11月中間期） 

10,293 △ 440 △ 1,107 

（金額の単位：百万円） 

 

３. 修正の理由  
売上高につきましては首都圏を中心に緩やかな景気回復基調にありますが、価格競争

は依然として厳しい状況が続いており、減収の見込みであります。また、利益面におき
ましても、減収による影響、原材料コストの高止まり等が続くなか、工場集約による一
時的な生産性の低下等もあり経常損失が発生、特別損失におきましては工場集約移転費
用、海外子会社の事業撤退による損失等が発生する見込みとなり、中間純利益につきま
しても中間期予想を修正するものであります。 
連結業績予想につきましては、個別業績予想の修正に基づき修正を行うものです。 
 

以上 


